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医　学
  

① 

は
じ
め
に

　　

２
０
１
９
年
12
月
頃
に
、
中
国
湖

北
省
武
漢
に
て
発
生
し
た
と
さ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

を
防
止
す
る
た
め
、
外
出
を
控
え
る

高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
身
体
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
高
齢
者
の
身
体
活
動
量
は
３
割

も
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
高
齢
者
に

お
い
て
は
、
感
染
し
た
場
合
の
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
デ
ー
タ
と

し
て
示
さ
れ
て
お
り
、「
感
染
防
止
」

が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
た
め
に
は
「
外
出
を

控
え
る
」
こ
と
が
有
効
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
り
身
体
活
動
量
が
減
少
し

て
、筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
低
下
し
、

転
倒
・
骨
折
し
や
す
く
な
る
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
期
臥
床
に
よ
る
全
身
の
筋
肉
を
あ

ま
り
動
か
さ
な
い
状
態
が
長
期
間
続

く
と
、
筋
肉
や
関
節
、
臓
器
の
運
動

能
力
が
低
下
し
、
フ
レ
イ
ル
と
な
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

  

② 

フ
レ
イ
ル
と
は

　
「
フ
レ
イ
ル
」と
は
、「
健
康
」と「
要

介
護
」
の
中
間
に
あ
る
状
態
の
こ
と

で
す
。
高
齢
者
の
多
く
は
急
に
要
介

護
状
態
に
な
る
の
で
は
な
く
、
徐
々

に
身
体
的
機
能
や
認
知
機
能
が
低
下

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

過
程
に
あ
る
段
階
が
「
フ
レ
イ
ル
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
外
出
の

機
会
が
減
少
し
て
、
人
と
の
交
流
が

減
少
す
る
と
筋
力
や
認
知
機
能
が

低
下
し
、
フ
レ
イ
ル
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
人
は
１
週
間
寝
た

ま
ま
の
状
態
を
続
け
る
と
、
10
～

15
％
程
度
の
筋
力
低
下
が
見
ら
れ
、

約
４
週
間
で
は
40
～
50
％
低
下
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
宅
内
安
静
が
日
常
生
活
動
作
（
起

き
上
が
る
・
歩
く
・
階
段
上
り
下

り
等
）
に
お
け
る
制
限
因
子
と
な

り
え
る
と
い
え
ま
す
。

　

身
体
不
活
動
は
、
全
世
界
に
お

い
て
死
亡
に
対
す
る
危
険
因
子
の

第
４
位
と
い
う
報
告
が
あ
る
為
、

自
宅
内
で
出
来
る
運
動
に
よ
り
フ

レ
イ
ル
を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
で

き
る
だ
け
の
ば
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
は
適
度
な
運
動
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
よ
り
健

康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
可
能
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
ご
自
分
の

状
態
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
（
図
１
）。

有
効
で
あ
り
、
歩
行
の
改
善
に
も
効

果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
の
で
、
入
院
患
者
さ
ん
の
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

実
際
の
筋
力
強
化
に
は
個
別
性
が

あ
り
、
一
概
な
も
の
は
確
立
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
普
段
私
が
入
院
患
者

さ
ん
に
行
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
（
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
頻
度
・
回
数
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

	
	

　

	

　

＊
心
臓
や
そ
の
他
持
病
が
あ
る
場
合

は
主
治
医
に
相
談		

  

③ 

筋
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　　

筋
力
強
化
と
い
う
と
、
若
い
人
や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
高
齢

者
で
も
筋
力
強
化
は
可
能
で
す
。
90

歳
代
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
８

週
間
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
大
腿

四
頭
筋
（
太
も
も
）
の
筋
力
や
筋
横

断
面
積
（
太
さ
）
の
増
大
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
お
け
る
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
重
要
な
の
は
、

低
負
荷
で
、
安
全
に
で
き
る
運
動
を

反
復
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

低
負
荷
で
、
筋
力
や
筋
量
の
改
善
に

コロナ禍における
自宅内で出来る運動療法

リハビリセンター　理学療法士　菅野  敬士

問診票 回答欄

①
ほぼ同じ年齢の同性に比べ、健康に気
を付けた食事を心がけている

はい いいえ

②
野菜と主菜（肉か魚）を両方とも毎日
2 回以上食べている

はい いいえ

③
さきいかやたくあんほどの硬さの食品
をかみ切れる

はい いいえ

④ お茶や汁物でむせることがある いいえ はい

⑤
1 回 30 分以上の汗をかく運動を週 2
回以上、1 年以上している

はい いいえ

⑥
日常生活で 1 日 1 時間以上の歩行を
している

はい いいえ

⑦
ほぼ同じ年齢の同性と比べて歩く速度
が速い

はい いいえ

⑧ 昨年と比べて外出の数が減っている いいえ はい

⑨
1 日 1 回以上はだれかと一緒に食事
をする

はい いいえ

⑩ 活気にあふれている はい いいえ

⑪ 何よりもまず、物忘れが気になる いいえ はい

※
回
答
欄
右
側
の
〇
が
５
個
以
上
だ
と
、
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
が
高
い

低い 高い

指輪っかテスト…ふくらはぎの一番太い部分を囲む
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④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
際

　　

下
肢
筋
群
は
、
加
齢
に
よ
る
筋
力

低
下
が
著
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
転

倒
発
生
や
起
居
移
動
能
力
と
の
関
連

性
が
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
自
宅
内
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ら
、
こ

ち
ら
の
筋
群
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
お
勧
め
で
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
効
果
は
約
２
週
間
後
に
自
覚
し

始
め
、
６
週
間
後
に
は
筋
肥
大
（
筋

の
太
さ
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

〇
腸
腰
筋

方
法
：
座
り
な
が
ら
片
足
ず
つ
足
踏

み

  

⑤ 

お
わ
り
に

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
継

続
す
る
人
と
し
な
い
人
に
分
か
れ
る

と
思
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継

続
す
る
人
は
、
目
的
を
持
っ
て
い
る

人
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
階
段

昇
降
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
筋

力
を
つ
け
て
旅
行
に
行
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
な
ど
、
１
人
１
人
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
す
る
目
的
が
違
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
目
的
達
成
の
為
の

１
つ
の
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
さ
せ
る
た
め

に
、
自
身
の
目
標
を
決
め
て
お
く
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
は
徐
々
に
進

行
し
て
い
く
た
め
、
身
体
機
能
の

低
下
に
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
問
題

で
す
。
専
門
家
に
よ
る
指
導
や
介
入

だ
け
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
健
康
に

関
心
を
持
ち
、
予
防
の
為
の
運
動
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
運
動
だ
け
で
は

な
く
、
栄
養
状
態
を
見
直
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
取
す
る
こ
と

で
、
フ
レ
イ
ル
は
予
防
・
改
善
で
き

る
症
状
で
す
。
自
宅
内
で
出
来
る
運

動
を
習
慣
化
し
て
、
健
康
寿
命
を
の

ば
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

運動強度は脈拍数をもとに判断

（220 －年齢）× 0,7             60 才・・110 回 / 分
　　　　　　　　　　　　70 才・・105 回 / 分　
　　　　　　　　　　　　80 才・・100 回 / 分　

＊トレーニング頻度は週 2 ～ 3 回程度 
＊痛みが出たら中止   
＊反復回数は 10 回。セット数は 2 ～ 3 
＊ 1 回につき 4 ～ 6 秒かけてゆっくり繰り返す

< 運動の強度・注意点 >

〇腸腰筋
　方法：座りながら片足ずつ足踏み
　作用：歩行時に足が高く上がる、姿勢が正しくなる

〇大腿四頭筋
　方法：座りながら膝を伸ばす運動
　作用：膝関節周囲の安定性向上、膝痛を予防

〇股関節外転筋
　方法：立ちながら片足ずつ外側に開く　作用：歩行時の左右へのフラツキを防ぐ

〇下腿三頭筋
　方法：立ちながら両足の踵上げ（背伸び）
　作用：歩行時の引っ掛かりを防ぐ
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ワンポイント・クリニック

ワンポイント・クリニック

新型コロナウイルス感染症

臨床検査課　検査技師　嘉数　淳一

　

連
日
Ｔ
Ｖ
を
騒
が
せ
、
世
界

中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下

COVID-19
）。
既
に
嫌
と
い
う
ほ

ど
耳
に
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
簡
単
に
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、「COVID-19
」
と

い
う
文
字
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
よ

く
目
に
し
ま
せ
ん
か
？

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
事

を
指
し
て
い
る
と
想
像

は
つ
く
で
し
ょ
う
が
、

正
確
な
意
味
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は

２
０
１
９
年
末
に
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
よ
る
症
状
の

名
称
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（Coronavirus

）

と
病
気
（Disease

）
の

短
縮
形
に
、
感
染
が
報

告
さ
れ
始
め
た
２
０
１
９

年
を
組
み
合
わ
せ
、
２
０
２
０
年
２

月
11
日
に
世
界
保
健
機
構（W

HO

）

が
命
名
し
た
も
の
で
す
。

　
「COVID-19

」
に
お
け
る
検
査

が
、
す
べ
て
保
健
所
等
行
政
を
介

し
て
行
わ
れ
て
い
た
昨
年
の
緊
急

事
態
宣
言
の
こ
ろ
の
状
況
か
ら
変

化
し
、
検
査
キ
ッ
ト
が
で
き
た
現

在
で
は
医
師
の
判
断
で
迅
速
に
検

査
を
行
い
、
よ
り
早
い
診
断
に
よ
っ

て
感
染
拡
大
を
防
ぐ
動
き
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」「
抗
原

検
査
」「
抗
体
検
査
」
に
つ
い
て
比

較
し
て
み
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
抗
原
」
と
「
抗
体
」

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
は
私
た
ち
の
体

に
あ
る
「
免
疫
」
の
仕
組

み
を
話
す
と
理
解
が
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
大
ま

か
に「
免
疫
」と
は「
自
分
」

「
自
分
以
外
」
の
異
物
を
区

別
し
、
異
物
を
排
除
す
る

仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
こ

の
と
き
免
疫
シ
ス
テ
ム
が

使
う	

武
器	

が
抗
体
、
そ

し
て
抗
体
が
排
除
す
る
対

象
が
抗
原
（
※
こ
の
場
合

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
と
「
抗

原
検
査
」
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。

と
も
に
診
断
に
繋
が
る
重
要
な
検

査
で
す
が
、
利
点
欠
点
が
あ
り
ま

す
。
細
か
い
こ
と
は
割
愛
し
ま
す
が

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
で
は
ウ
イ
ル
ス
中

の
遺
伝
子
を
、「
抗
原
検
査
」
で
は

ウ
イ
ル
ス
の
構
成
成
分
で
あ
る
た

ん
ぱ
く
質
を
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
、
検
出
さ
れ
れ
ば
感
染
確

認
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
違

い
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
た
表
１

を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

ま
ず
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
検
査
時
間
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
検
査
時
間
に
加
え
て
搬
送
時

間
が
必
要
で
す
。
国
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
し
て
い
る
施
設
は
非

常
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
病
院
で

は
、
検
体
採
取
後
は
検
査
を
外
部

に
委
託
し
て
い
る
た
め
で
す
。
一

方
、
抗
原
検
査
は
検
査
時
間
が
短

く
、
検
査
専
用
設
備
が
不
要
で
す
。

　　

次
に
両
検
査
の
精
度
で
す
が
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
方
が
、
よ
り
少
な
い

ウ
イ
ル
ス
量
を
検
出
で
き
ま
す
。
抗

原
検
査
の
結
果
が
陰
性
で
あ
っ
て

も
、「COVID-19

」
の
存
在
が
否

定
で
き
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
熱
や
倦
怠

感
な
ど
の
症
状
が
あ

る
方
で
は
、
発
症
日

～
９
日
目
以
内
な

ら
確
定
診
断
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
１
月

29
日
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
「CO

VID-19

」

病
原
体
検
査
の
指
針	

第
３
版
よ
り
引
用
）

　

抗
原
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
使

い
分
け
や
診
断
ま
で
の
大
ま
か
な

流
れ
は
図
１
を
参
照
下
さ
い
。

　

急
な
生
活
様
式
の
変
更
を
強
い
ら

れ
、
気
軽
に
出
歩
く
こ
と
さ
え
で
き

な
く
な
り
不
安
と
苦
痛
の
生
活
か
ら

約
一
年
が
経
過
し
ま
す
。
年
内
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
全
て
の
人
が
受
け

ら
れ
、
個
人
個
人
の
感
染
予
防
の
努

力
と
共
に
よ
り
早
い
終
息
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

検査種類 抗原検査 PCR 検査 抗体検査

調べるもの
ウイルスを特徴づけ

るたんぱく質
ウイルスを特徴づける遺

伝子配列
血液中にあるウイルス

に対する抗体

精度
（感度）

検出には一定以上の
ウイルス量が必要

抗原検査より少ない
ウイルス量で検出可能

現時点ではまちまち

陽性の意味 COVID-19 感染 COVID-19 感染
COVID-19 感染の

既往あり

検査時間 約 30 分
2 ～ 4 時間

（＋検体搬送時間）
約 30 分

（＋検体搬送時間）

検体材料 鼻咽頭ぬぐい液 鼻咽頭ぬぐい液・唾液 血液

※抗体検査は血液を材料として検査を行う
※抗体検査が陽性でも、その時点でウイルスの感染性が持続している可能性がある

表 1. 抗原検査と PCR 検査の違い

※
す
べ
て
の
検
査
に

お
い
て
、
精
度
が

100
％
と
い
う
こ
と
は

難
し
く
、
検
査
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
検
体
採

取
法
な
ど
複
数
要
素

が
関
与
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
再
検
査
が

必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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　高等学校 3年生の
12月末から、東京・
駒場の下宿で受検勉
強に明け暮れた。学
校の方は単位終了で、卒業式
にも出なかった。あれこれ問
題集に取り組んだのは言うま
でもないが、それは味気も無
かったので、時には世界史の
勉強として例えば文庫本の「フ
ランス革命」なんてのを読ん
で楽しんだ。疲れると、当時
唯一のワインであった「赤玉
ポートワイン」を傾けた。一
本飲んでしまって吐いた事も
あったな。先生たちから飲み
方を伝授されたのに情けない
なと我ながら不甲斐なかった。
下宿屋の二階には小母さんの
娘夫婦が住んで居り、夜中に
二階がミシミシ鳴る事もあっ
た。そんなときは流石に勉強
に魔が差しかけた。
　
　1月の末、父の知人が手配・
入手して下さった駿台予備校
の学生証が届いた。高校生と
して、高名な駿台予備校に通
える事になった。英語の授業
などは面白かったのを覚えて
いる。講師の流れるような口
調に感動すら覚えた。しかし
僅か 1か月ほどの事で受験に
特に役立ったとは思えない。
　いよいよ受験日が近付いて
来た。二日前、これ以上勉強
しても実力には変わりはない
であろうと観念した。仕送り
の金から、試験当日の交通費
と食費とを確保し、残りを懐
に渋谷に出る。当時の渋谷は
戦後の名残りもあり、恋文横
丁も百軒棚も健在であった。
今は懐かしいトリスバーの一
軒に入り、ビールから始めた。

女給さんが「お客さん、出張
ですか？」と聞くので「ああ、
大阪からさ。」と、第一外国語
（東京弁）のアクセントで答え
た。スタンドの薄暗くも紅い
光の中に、当時流行った曲「ド
ドンパのリズム（？）」が流れ
ていた。「好きにーなあった
らー、忘あすーれらあれーなー
い、初めての恋・・・ドドンパッ、
ドドンパッ・・・」〆にはマ
ンハッタンを注文したはずで
はある。
　
　当日、試験場であった本郷
校舎に向かった。法学部の講
堂みたいな教室に入ると、一
浪、二浪なんぞの猛者らしい
連中が、訳知り顔に机に尻を
のせてタバコをプカプカやっ
ている。こんな連中と競うの
かいな、と不安になったもの
だ。帰り道、国電（今の JR）
お茶の水駅の近くで中華食堂
に入りチャーハンを食べたの
を思い出す。最近同駅を通っ
たとき、それらしい店を目に
した。あれから60年近く経つ
のだなぁ。
　試験後、発表の日も朝遅く
まで寝ていた。庭から下宿の
娘さんが「長田さん、通って
いるよ！今駒場の発表見て来
たよ。行ってきてごらん！」
と声を掛けてくれた。のこの
こ起き出して、駒場の正門前
に行ってみると、大勢の人が
発表掲示板を取り巻いていた。
自分の番号を確認し、流石に
嬉しくなった。大学のバッジ
を二つ買い、郷里の両親に公

衆電話で合格を知らせた。
バッジの一つは自分用に、
あとの一つは当時心に
あったある女性に上げよ

うと思ったのである。だが同
時に、これから 2年間、尚厳
しい医学部への受験勉強が始
まるのだと思うと、喜んでば
かりは居られなかった。
	
　さてそのまま大阪には帰ら
ず、次の日上野から東北本線
の列車に乗り、北海道に向かっ
た。青函連絡船に乗り、雪
の３月、小樽に遠縁の女性を
訪ね、バッジを渡した。彼女
は喜んでくれた。滞在中、駅
前の「館」と言う喫茶店で話
し込んだ事、北大のポプラ並
木を二人で歩いた事、それに
小樽商大へ上る坂道から振り
返って小樽の港を見下ろした
事が印象に残っている。
　

　帰途、小樽の駅での見送り
で早くも列車が動き出し、彼
女は「倶知安まで送って行く
わ！」と言ってくれた。倶知安
迄車室で肩を寄せ合って黙っ
ていた。二人とも目を閉じて
居た。倶知安の駅には吹雪が
舞っていた。列車が動き出し、
私はデッキから身を乗り出し
て左手を振っていた。すぐカー
ブに差し掛かり、連結部の手
前の車両後部が視野にせり出
し、吹雪の中ホームで手を振
る彼女の姿をかき消した。独
り青森に向けて連絡船に乗っ
た。雪国の冬の街は初めてで、
東京に着いた頃には雪の湿り
で革靴の底が抜けてしまった。

次号へつづく

或る外科医の一代記   高等学校の頃⑦
一代記

長田 博昭理事長
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　私が生まれて初めて観たと
思われる映画で、憶えているの
は、発車する汽車のデッキで、
遠ざかって行く駅のホームを
無念そうに振り返る上原謙と、
一足遅れてホームに駆けつけ
て、遠ざかって行く汽車に向
かって「コウゾウサマー」と
叫ぶ田中絹代の姿です。それ
は「愛染かつら」という映画だ
とは後日知りました。1938年
封切りのヒット作だそうなの
で、その頃観たとすると私が
五～六歳の頃ですから、多分
祖母のお供にでも連れて行か
れたのでしょう。とにかく内
容などは何一つ憶えていませ
ん。出て行く汽車はＳＬで盛
大な煙を吐いていた筈ですが、
そんな記憶は欠落し、ただ二
人がすれ違って逢えなかった、
ということだけを未だに鮮明
に覚えているのは、幼心にも
余程インパクトが強かったか
らでしょうか。
　とにかく、昔は人生にもドラ
マにも、すれ違いは付きもので
した。すれ違いといっても「鉄
橋で電車がすれちがった」と
いった用法でなく、行き違い
という意味です。新宿駅の改
札口でデート、と約束しても、
東口と西口とを取り違えたら、
しかも両人とも自分が間違え
たのだと思って行ったり来た
りしたら、止め処なくすれ違
い続ける、といった「ドラマ」
には事欠きませんでした。「そ
れって、いつ、だれと？」な
どと連合いに問い質される虞
れがありますので、例示はこ
れ以上は省き、その代り、こ

れなら無難だろうと「君の憶
えてる、すれ違いドラマって、
あるかい？」と連合いに訊き
ますと、立ち所に「君の名は」
という答えが返って来ました。
そうだった！　これぞ極めつ
けの、すれ違いドラマだった。
（といっても、若い人たちが思
い浮かべるだろうアニメ「君
の名は」ではありません。）
　ところで、テレビや映画の
ドラマで、最近めっきり見か
けなくなったのは、こうした
すれ違いのパターンです。い
まやスマホ（や、ガラケーなど）
の普及によって、歩きながら
でも連絡が取れるので、すれ違
いたくてもすれ違えない、と
いう、ある場合には都合の悪
い状況になりました。
　前述の「愛染かつら」だって、
今なら「コウゾウサマ、乗り遅
れちゃった！」「了解。次の駅
で待ってる」でお仕舞で、ド
ラマにも何にも成りゃしない。
　時代物といえば江戸時代を
扱う小説やドラマ、というの
が今までの通念でした。しか
し、すれ違いが描かれる作品
なんかは、今や時代物なので
はないでしょうか。
　私見によれば、ケイタイや
パソコンが普及する 1980 年
代以前を描く作品は、時代物
のジャンルに入れた方がいい
のではないか。
　太平洋戦争を題材にした結
構リアルな小説のうちには、
戦後生れの作者のものがあっ

たり、1960年代を舞台にした
ノスタルジックな作品を、最
近は結構若い作者が書いてい
たりして、吃驚することがあ
ります。そうしたものは、パ
ソコンが普及して昔の史実や
風俗などの資料が収集し易く
なったことも、影響して居る
のではなかろうか。しかし、
そうした、自分の未だ生まれて
いない時代を素材にして、資
料を収集して描くのは、時代
物の手法と同じでしょう。
　「でも、時代物でないすれ違
いってのも、あるんじゃない
の、今でも」と連合いが反論
します。「古今東西、幾らでも
あるでしょ、心のすれ違いだっ
たら。例えば、古いところで
は……」レッド・バトラーと
結婚してからもアシュレ・ウィ
ルクスに片思いし続けていた
スカーレット・オハラが、やっ
と自分が本当に愛しているの
はバトラーだったと気が付い
た時には、彼の愛は失われて
いた……　
　「ははぁ、『風と共に去りぬ』
か。なるほど、心のすれ違いね」
私が頷くと、連合いは続けて、
「現在、身近な例としては、例
えば貴方と私……」
　「なるほど、なるほど……」
これはヤバイ方向へ話が向い
て行くぞと、私は慌てて口を
挟みます。
　「確かにそんなすれ違いは、
正に永遠不滅のテーマだな」



● 

入
院
生
活
に
つ
い
て
の
ご
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
〇
日
退
院
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
病
院
で
の
生
活
を
振

り
返
り
感
想
を
少
し
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
が
あ
り
、

家
族
で
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

部
分
ま
で
看
護
師
さ
ん
、
そ
の
他
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
手
助
け
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
病
院
で
の
生
活
で
一
番

困
っ
た
こ
と
は
、
家
族
と
の
や
り
取

り
で
、
メ
ー
ル
で
う
ま
く
伝
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
何
度
も
看
護
師

さ
ん
に
悩
み
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
大
丈
夫
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
」

の
励
ま
し
の
言
葉
に
元
気
づ
け
ら
れ

地域／こ え
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で
は
、
相
模
国
と
武
蔵
国
の
境
界
地

だ
っ
た
「
境
木
の
立
場
」
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
こ
こ
で
は
電

柱
の
代
わ
り
に
大
き
な
松
の
木
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

路
上
に
は
人
力
車
と
並
ん
で
、
そ

ろ
い
の
半
纏
を
着
た
、
大
山
詣
で

の
一
行
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

図
３
は
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
藤
沢
」

で
す
。
橋
の
上
の
馬
に
乗
っ
た
外

国
人
や
人
力
車
な
ど
、
文
明
開
化

の
事
物
と
共
に
、
変
わ
ら
ぬ
風
俗

と
し
て
、
鳥
居
を
く
ぐ
ろ
う
と
し

達
サ
ー
ビ
ス
で
、
明
治
政
府
は
明
治

に
な
っ
て
早
々
に
全
国
の
主
要
道

路
沿
い
に
、
電
信
線
の
支
柱
と
し

て
木
柱
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
で
も
電
柱
は
電
信
柱
〔
で

ん
し
ん
ば
し
ら
〕
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

文
明
開
化
の
象
徴
の
一
つ
だ
っ

た
電
信
は
、
さ
っ
そ
く
浮
世
絵
に

も
登
場
し
、
明
治
７
年
に
発
行
さ

れ
た
三
代
歌
川
広
重
画
「
新
撰
東

海
道
五
十
三
駅　

電
信
明
細
双
録

（
六
）」
で
は
、
各
駅
の
マ
ス
の
枠

（
右
側
）
に
電
信
柱
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　　
図
１
は
、こ
の
双
六
の「
藤

沢
」
の
マ
ス
絵
で
す
。
橋

（
現
、
遊
行
寺
橋
）
と
鳥

居
と
「
江
の
島
道
」
道
標

の
構
図
は
初
代
広
重
の
浮

世
絵
と
同
じ
で
す
が
、
時

代
の
象
徴
と
し
て
、
当
時
、

藤
沢
～
江
の
島
間
で
頻
繁

に
利
用
さ
れ
た
「
人
力
車
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
５
年
に
発

行
さ
れ
た
、
同
じ
く
三
代

歌
川
広
重
作
の
東
海
道
シ

リ
ー
ズ
「
東
海
名
所　

改

正
道
中
記
」
で
も
、
東
海

道
沿
い
に
建
つ
電
柱
が
目

立
ち
ま
す
。
同
シ
リ
ー
ズ

の
「
程
ヶ
谷
（
保
土
ヶ
谷
）」

　

昨
２
０
２
０
年
は
電
報
が
誕
生

（
横
浜
～
東
京
間
で
開
始
）
し
て
150

年
で
し
た
が
、
藤
沢
郵
便
取
扱
所

（
郵
便
局
）
が
電
報
の
取
り
扱
い
を

始
め
た
の
は
明
治
５
年
（
１
８
７
２

年
）
で
す
（『
藤
沢
市
史
年
表
』）。

電
報
は
電
信
を
用
い
た
文
書
の
配

TEL：0466-33-0111

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　
※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料

JR「辻堂」駅東口改札北口出口から徒歩 5 分
藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

第 20 回 「藤沢の電報 150 年と電信柱」

て
い
る
杖
を
突
い
た
（
目
の
不
自

由
な
）
江
の
島
詣
で
の
人
々
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

図
２  

三
代
歌
川
広
重 「
東
海
名
所　

　
　

           

改
正
道
中
記    

程
ヶ
谷　

境
木
の
立
場
」

図
３  

三
代
歌
川
広
重
「
東
海
名
所　

改
正
道
中
記　

                               

藤
沢　

江
の
し
ま
み
ち
の
鳥
居
」

図１ 三代歌川広重「新撰東海道五十三駅　
　      電信明細双録」より「藤沢」のマス

ま
し
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
連
れ
て
い
っ

て
も
ら
い
お
話
を
一
緒
に
聞
い
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
お

通
じ
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
回

復
す
る
よ
う
に
手
立
て
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
申
し
訳
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
。「
何
か
困
っ
た
ら
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
を
し
て
ね
」
と
い
つ
も
声
を

か
け
て
く
れ
た
こ
と
、今
も
耳
に
残
っ

て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
入

院
生
活
で
し
た
。
　

　
何
も
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
の
な
か
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
、
特
に
他
人
に
思
い
や
り

を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
を
心
が
け
る

つ
も
り
で
す
。
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
い
う
ご
感
想
で
し
た
。

　

数
々
の
お
褒
め
の
お
言
葉
や
感
謝

の
お
言
葉
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
職
員
の
日
ご
ろ
の
対
応
に

元
気
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
い
た
ご

様
子
、
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
に
な
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
医
療
者
の
最
大
の

喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
ご
評
価

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
っ
た
医
療
と
看
護
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

            

統
括
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

投
書
箱
か
ら
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健
康
ニ
ュ
ー
ス
「
わ
か
ば
」
238
号
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
１
月
に
、
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
ま
せ
ん
。
外
出
を
控
え
る
生
活
が
続

く
な
か
、
今
回
の
医
学
ペ
ー
ジ
の
「
自
宅
内
で
で
き
る
運

動
療
法
」
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
定
期
的
な
換
気
が
習
慣
づ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
辛
い
の
が
「
花
粉
症
」
で
す
。

昨
年
は
少
な
く
比
較
的
楽
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
昨
年
の
1.8
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で
に

辛
い
状
況
で
す
。
窓
を
開
け
る
と
花
粉
が
入
っ
て
き
ま
す
。

で
も
換
気
は
大
事
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
網
戸
や
レ
ー
ス

の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
お
く
だ
け
で
も
花
粉
の
侵
入
を
防

げ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
電
車
な
ど
で
は
、
対
策
は
難
し
い
で

す
ね
。
鼻
を
咬
み
た
く
て
も
、
マ
ス
ク
を
取
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
自
然
と
目
も
こ
す
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
更

な
る
感
染
対
策
が
必
要
で
す
ね
。
せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
敏

感
に
な
っ
て
い
る
世
の
中
、
ど
う
対
策
し
よ
う
か
と
悩
ん

で
い
ま
す
。「
花
粉
症
で
す
」
と
い
う
バ
ッ
チ
な
ど
も
あ

る
み
た
い
で
す
ね
。　
　
　

（
人
事
・
広
報
課　

鈴
木　

研
）

◆３月の外来診療担当表◆
一 般 外 来

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡
一般

神経内科
新城

一般

岡
一般

神経内科
村川

一般

岡   
第 1・3・5

 新城  
第 2・4

岡
一般

神経内科

小川
一般

循環器

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

小川
一般

循環器
- - 相澤

（予約）
相澤

（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

奥脇（裕）
一般

消化器
永渕

一般
- 新城

一般

小川
一般

循環器
-

岡田
一般

循環器
- - -

相澤
第 1・3・5
（予約）

-

外 科
午前 呉 池田（清） 呉 （輪番制） 松﨑 松﨑

午後 松﨑
一般・肛門

- - 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

横山 横山

池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島 芹ヶ野

今井 今井 山本 今井 宇都 宇都

午後
芹ヶ野 庭山 - 池田（全） 休診 -

- 宇都 - 横山 - -

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（安井）

午後 - 多田 - - - -

夕 方
診 療 午後 - 呉 - - - -

 2021.3.1 現在

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午前）予約
（午後）

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

呼吸器
内科 午前 福﨑

予約

肛門
外科 午後 松﨑
胸部

化学療法
外来

午前 長田
予約

皮膚科 午前
午後 宮部

心  療
内  科

午前 三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リハ
ビリ科

午後 〇
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

緩和
ケア
内科

午前

午後

福﨑 
予約

（午前）

片町 
予約

（午後）

片町 
予約

（午後）

禁  煙
外  来

午後 長田
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田
予約（応相談）

専 門 外 来

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前    8：30 ～ 11：30　
午後　2：30 ～ 4：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間    4：30 ～ 7：00

（午前）

一部予約 一部予約

一部予約

発熱、咳、倦怠感などの症状がある患
者さんは、屋外に設置しました「発熱
外来」で診察を行います。

詳細は、院内の掲示とＨＰでご確認ください→
☎0570-003252

https://www.swg.or.jp/

予約・お問い合わせ→

発熱外来のご案内 予約制

　ボタニカルアートとは植

物を観察し細部まで緻密に

描く植物画で歴史は古く、

古代エジプトや中国では薬

草を見分ける図譜として使

われ、ルネサンス期には建

築や陶器の文様として植物

画が描かれていました。

　ボタニカルアートサー

クル「Blume 長久保」は

長久保公園での講習会を

経てサークルを立ち上げ

会員数は現在 32 名です。

　年 2 回の作品展 ( 長久保

公園・藤沢市民ギャラリー )

を開催しています。

　ご高覧下さい。 

　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2021 年 3 ～ 4 月）

ボタニカルアートサークル「Blume 長久保」作品展

　　　　　　連絡先　Blume 長久保　代表			小野	
0466-34-0915（FAX）

健康フェスティバル 2021 について

『健康フェスティバル 2021』実行委員会（お問合せ先：0466-36-8151）

毎年 5月に開催をしております健康フェ
スティバルですが、昨年に続き、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため開催中止と
します。


